
国立国語研究所学術情報リポジトリ

The significance of developing teaching materials
based on an analysis of BTSJ Japanese
Conversation Corpus : Focusing on teaching
incomplete utterances and co-constructed
utterances

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2020-12-18

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.15084/00003074URL



 

 

 

   

      

 

 

 

 

 

 

 

 

論文１ 

自然会話コーパスの分析とその教材化の意義 

－NCRBで教える「中途終了型発話」と「共同発話文」を中心に－ 
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宇佐美 まゆみ 

国立国語研究所 

要旨 

本稿では、まず、多様な場面における事前にシナリオのない自然会話を集めた『BTSJによ

る日本語話し言葉コーパス』（宇佐美、2011）について、簡単にその特徴を紹介する。その上

で、「中途終了型発話」や「共同発話文」を取り上げ、それらが実際の会話の中でいかに使わ

れ、どのような機能を生んでいるのかを分析する。また、日本語母語話者が無意識のうちに

も、中途終了型発話や共同発話文という会話のスタイルを利用して、相手に応じた様々な働

きかけをしていることを示し、欧州の日本語学習者のように、外国語として日本語を学んで

いる学習者にとっては、既存の教科書だけからでは、これらの現象を学ぶことは、不可能で

あることを述べる。そして、このような現状の改善のために開発してきた多機能データベー

ス「自然会話リソースバンク（NCRB：Natural Conversation Resource Bank:）」に格納された共

同構築型「自然会話を素材とするWEB教材」とその活用方法を紹介する。 

 

【キーワード】『BTSJによる日本語話し言葉コーパス』、自然会話リソースバンク

（NCRB）、中途終了型発話、共同発話文、多機能データベース 

 Keywords: BTSJ Japanese Conversation Corpus (BTSJ-JCC), NCRB (Natural Conversation 

Resource Bank), Incomplete utterances, Co-constructed utterances, Multi-functional database. 

 

1 はじめに 

 

「話し言葉コーパス」の構築は、録音・録画などのデータ収集や文字化作業、プライバシ

ー保護作業等に膨大な時間と労力がかかることが一因して、書き言葉コーパスに開発の遅れ

をとっていた。しかし、「語用論的研究」やその日本語教育、異文化間コミュニケーション教

育への応用の需要が高まるとともに、「話し言葉コーパス」の必要性も叫ばれるようになって

きていた。（Romero-Trillo, 2008等；宇佐美, 2003, 2013；宇佐美・中俣, 2013等）。 

最近は、様々な目的に基づくコーパスの構築が増えてはきているが、同時発話、割り込み、

沈黙等の情報が付与されたものは皆無に等しく、語用論的分析には適さないコーパスがほと

んどであると言っても過言ではない。日本語教育に関係の深い、いわゆる「学習者コーパス」

も、未だ語彙や文法項目の習得研究を主目的とするものが多いため、文字化の原則は、比較

的簡素で、語用論的研究に必要なオーバーラップや沈黙等の情報が付与されていないものが

多い。 

一方、会話分析（Conversation Analysis: CA）で使われている文字化の原則は、語用論的分

析にも適用可能な詳細な情報が付与されているものの、少数の会話の定性的な分析には適し

ていても、より数の多い会話データの定量的分析には適さない形になっている。そのため、

定性的分析だけではなく、定量的分析も可能にし、研究者間で共有できる話し言葉コーパス

の構築の必要性が叫ばれていた。コミュニケーションの語用論的研究のためには、いわゆる

「コーパス言語学」で扱われているような大量の「テキスト」を編んだものだけではなく、

比較的少量でも、話者の関係や話題などの諸条件を統制して収集された「会話（音声・動画）」

とともに、同時発話、割り込み、沈黙等の語用論的分析に必要な情報が付与された「トラン

スクリプト（文字化資料）」が収録されたコーパスが必須である。 
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になり、通常の教科書では扱えないことが扱えるようになる。 

 

4 『自然会話リソースバンク（NCRB：Natural Conversation Resource Bank）』に格納された

共同構築型「自然会話を素材とするWEB教材」について 

 

このように、自然会話データは、研究のみならず、コミュニケーション教育のための教材

（materials）にも成り得る（宇佐美, 2012）。しかし、「自然会話を素材とする教材」の作成に

は、文字化に時間がかかる上に、さらに「教材としての解説」等も加えていかなければなら

ない。そのため、個々の日本語教師が、様々な「自然会話を素材とする WEB 教材」を作成

しやすくするには、「自然会話教材作成支援システム」のようなものを開発して作成の一部を

自動化し、教材作成の時間と労力を削減できると生産的である。NCRBは、このような必要

性とアイデアを踏まえて構築された、新しいタイプの「共同構築型多機能データベース」で

あり、また、「共同構築型WEB教材リソースバンク」でもある。 

本システムは、今のところ、基本的に、登録制のメンバーが皆で共同構築していく形のも

のを想定している。NCRB で作成した教材は、主に WEB 上での独習用を想定しているが、

必要やレベルに応じて、日本語の授業中に、今回取り上げたような自然会話に多い「中途終

了型発話」や「共同発話文」の他にも、自然な日本語会話の音調やテンポの学習、討論の材

料などとして、多様に活用することを想定している。また、この自然会話教材は、同じ素材

を、初級から超級に至るまでのすべてのレベルの学習者が、各自のレベルや興味に応じて活

用できると考えている。授業で使う場合は、同じ場面におけるスピーチレベルの相手による

使い分けなど、実際の場面を体験したり見たりしなければ理解しにくい「人間関係に応じた

コミュニケーションの方法」について議論させるなど、様々な活用法がある。さらには、日

本語の「普通の人の」自然な会話に触れさせることによって、海外の学習者の学習動機を高

めることができるだろう。 

 

5 NCRBにおける会話データの登録とコーパスとしての活用法 

 

NCRBの利用環境は、OS：Windows7, 8、ブラウザ：InternetExplorer9～11, Google Chromeで、

登録可能なデータの形式は、mp4（動画）、mp3（音声）ファイルである。構成は、大きく、

「自然会話データを使った研究」と「自然会話を素材とする教材」の 2つに分かれている。

それぞれ、「登録や作成」と「利用のみ」で入り口が分かれており、「自然会話を使った研究」

は、「データを登録したい方はこちら」及び「データを利用したい方はこちら」、また、「自然

会話を素材とする教材」は、「教材を作成したい方はこちら」及び「教材を利用したい方はこ

ちら」と、全体として 4つの入り口がある（次頁、図 2）。会話の登録と教材の作成には、利

用申請により取得できるアクセス用の IDとパスワードが必要である。 

会話データ（音声・会話スクリプト、それらに関する情報）はNCRBトップページ（次頁、

図 2）より、「自然会話データを使った研究」の「データを登録したい方はこちら」から登録

する。作業の流れは、「音声・動画のアップロード」→「音声・動画情報の入力」→「話者情

報の入力」→「会話情報の入力」→「会話スクリプトの入力」となる。各作業は「音声・動

画」、「会話」、「会話グループ」という 3つの画面で行い、上部のタブを切り替えることで画

面を移動できる。 

会話スクリプトは NCRB 上でも、動画や音声を聞きながら入力していくこともできるが
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（図 3）、「BTSJシステムセット」を用いて文字化資料を整えた後、NCRBにアップロードす

ることもできる（文字化入力支援機能が多い後者の方法を用いることを推奨する）。また、会

話スクリプト画面では動画や音声にタイムスタンプを押すことができるため、分析の際に動

画や音声を再生しやすくなる。 

このようにして登録した 1 つ 1 つの会話は、「会話グループ作成機能」を用いてグループ

化することもできる。自分のデータを 1つのグループにまとめることもできるし、検索機能

を用いて、「友人同士の雑談の会話」等、研究目的に応じた条件で検索し、該当する会話のみ

をグループ化して保存することもできる。このように、自然会話を用いて研究を行う場合は、

同様の条件の複数の会話をグループ化し、定量的に分析することが可能である。 

 

図 2 NCRBトップページ         図 3 会話スクリプト入力画面 

                    

NCRBは、2.で紹介した『BTSJシステムセット』と連携している。NCRB上で決められた

作業手順通りにデータ情報を入力すると、NCRB番号が自動的に付与される。このデータを

ダウンロードし、『BTSJ システムセット』を用いて文字化資料を整えることによって、通し

番号の間違いや情報の入力漏れといった、データ整備の際に起きやすいケアレスミスを防ぐ

ことができる。さらに、『BTSJ システムセット』では、研究のためのコーディングや基本的

記述統計の自動集計ができる。NCRBの検索機能を用いて自分の研究目的に合うデータを複

数抽出し、一括ダウンロードして BTSJ システムセットの自動集計機能等を用いることによ

って、会話の定量的な分析を効率よく行うことが可能になる。 

 

6 おわりに 

 

これらの機能を十分に活用して、今回例にあげた「中途終了型発話」や「共同発話文」の

みならず、自然会話に特徴的なあいづち、フィラー、ディスコースマーカーなどの周辺言語

の使用実態を多角的に明らかにしていくことは、欧州など、海外で日本語を学ぶ学習者の「自

然なコミュニケーション能力の養成」のための基礎となる。今後、益 『々BTSJ話し言葉コー

パス』のみならず、「自然会話」を使った分析が日本語教育に生かされることを期待したい。 
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The significance of developing teaching materials based on an analysis of BTSJ-
Japanese Conversation Corpus: 

Focusing on teaching incomplete utterances and co-constructed utterances 
 

Mayumi USAMI 
National Institute for Japanese Language and Linguistics 

 
Abstract 

The present study analyses the functions of incomplete utterances and co-constructed utterances in 
natural conversations taken from BTSJ Japanese Conversation Corpus (BTSJ-JCC). Although these 
phenomena are commonly perceived in natural conversations, they are not found in the textbooks; 
therefore, it is difficult to integrate them into the Japanese language education. However, these two 
utterance types have various functions and play an important role in smooth and naturalistic 
communications; (i) many incomplete utterances have hedging functions (negative politeness), (ii) 
they trigger the addressee to complete the speaker's unfinished utterance (co-constructed utterance), 
(iii) the addressee indicates understanding by finishing the unfinished utterance. Incomplete utterances 
trigger addressee's positive politeness in this manner, and thus, they facilitate smooth conversation.  

Since native speakers of Japanese employ these strategies according to the social factors of the 
addressees, it is almost impossible for the learners of Japanese in Europe to acquire them sorely from 
the existing Japanese textbooks. Based on these situation, a multifunctional database Natural 
Conversation Resource Bank: NCRB, a platform for collaboratively-constructed WEB teaching 
materials using natural conversations has been developed. As the NCRB has support functions for 
developing teaching materials for natural communication, the users can develop WEB teaching 
materials with explanations of these conversation strategies as well as those of grammatical 
explanations by following the simple illustrations built in the program. 

Finally, I insist that the platform such as NCRB for utilizing teaching natural conversation resources 
is essential to improve the Japanese language education in Europe.  
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